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キャリアコンサルティング技能検定１級 学科・論述・面接試験 合格体験記 

  

                1級受検番号NO：06Ｆ1620022 氏名 Ｋ・Ａ （高知県在住） 

■１級技能士を目指したきっかけ 

・相談に来られる方に対し、より良いキャリアコンサルティングを提供していきたいと思っていたこと。 

・キャリアコンサルタントの仲間で立ち上げたNPO 法人の責任者として、国の委託事業をして

いく上でも、より高いスキルを身につけていく必要があったこと。 

・キャリアコンサルタントとしての学びに終わりはなく、常に学び続けていくことが大切だと思

っていたこと。 

■当初の勉強法 

・1 年目の挑戦は、２～3 回、技能士の会の講座を受けただけで、十分な準備もしないまま受検。

学科はパスしたものの、面接は、事例相談者役の方が２５分間ずっと話し続けられる場面にど

う対応してよいか分からず、基本的態度のみ基準に達しただけで失敗。 

・２年目は、キャリア塾に通学して学び始め、ロールプレイ等を体験したものの、録音テープも

聞かず、自分の課題を十分把握しないまま挑戦し、失敗。仲間のキャリアコンサルタントに相

談者役になってもらい、面接の練習を行ってはいたが、限界があり。 

・３年目はコロナの感染拡大を受けて飛行機の減便、外出自粛の強化、体調不良等があり、オン

ラインのキャリア塾に切り替えて学ぶことに。 

■合格のきっかけ 

★ 学科試験について 

・キャリコン試験の問題集や過去問を集めて、出来る限りの多くの問題を解いた。 

・技能士の会発行「キャリアの青本Ⅲプラス（2022 年度版）」に目を通し、ポイントを理解。

（これからは沢山問題が出されていた。） 

★ 面接試験について 

・オンラインキャリア塾やオンラインロープレを繰り返し受講。そこで学んだことを頭に入れ込

み、教えて頂いたとおりのことを実行しようと努めた。 

・事例相談者役のタイプや進め方に合わせ、要約後の展開を柔軟に組立てて対応した。 

・評価項目４つを意識し、時間配分に気を付けた。 

■論述試験対策 

・技能士の会の講座を受講し、書き方のポイントを教えて頂いた。 

・技能士の会発刊「1 級実技試験合格バイブルZ」を読み、合格者とそうでない人の違いを理解。 

・全てのケースについて、添削をお願いし、自分の出来ていない所や癖を理解。 

・試験が近くなると、過去の論述問題を題材にして、時間を測りながら練習。 

■面接試験対策 

・オンラインキャリア塾を2 年半にわたり受講。１回毎に自分でもパソコンで整理し、録画を何

度も繰り返し見て、講師の先生の話されている言葉の意味を深く理解しようと努めた。 

・オンラインロープレを可能な限り申し込み、様々なケースで多くの方とロープレを行い「失敗」

を数多く体験。色んな先生方からフィードバックを頂いた。 



©一般社団法人 1 級キャリアコンサルティング技能士の会 

・技能士の会の書籍「９人の合格者の逐語記録」を読み、自分が修得していない表現や展開の仕

方を書き出し、参考にした。 

・試験のケース内容が送られてくると、オンライン講座を受講し、ケース毎に特徴を書き出し、質

問する内容、承認するところ、要約後の展開についてパターンを作り、オンラインロープレで実践。 

・抵抗されるパターンを想定し、各々の場合にどう対応し、次の展開にどうつなげるか考えた。 

・口頭試問について、事前に準備出来ることは準備し、練習を繰り返した。 

■受検される方へメッセージ 

受検の回数は少なく、出来るだけ早く合格したい！私は強くそう願い焦っていましたが、4 回

目のチャレンジでやっとの合格。でも、振り返ると、その時々で自分の足りない所、未熟な所が

あぶり出され、自分の課題をとても明確に示して貰えた道中のように思います。 

この勉強を始めてから４年間を過ごすことで、１級技能士に求められている必要なことの基本

が、少し分かってきたように感じています。「相手の気持ちを考えて！」講師の先生の言葉が鮮

明に残っています。 

「合格すること」は１つの目標ですが、そこに至る過程で、人としての優しさ、相手を深く理解

しようとする心構えや態度、理論やスキル‥。自分のそれらを総点検し、引き出し、育てていく、

人間的成長の場でもあったと思うのです。 

それに温かく寄り添って下さった講師の先生方への感謝の思いは、言葉では言い表せません。

今は少しほっとしていますが、試験は決して満足のいく出来ではありませんでしたし、まだこれ

から沢山学ぶべきことが待っています。 

日々の生活や仕事をしながら、勉強の時間を工夫して作り、新たな知識を吸収し、スキルを磨

き、より高みを目指して努力することは大変ですが、一方で「幸せで充実した人生の時間」でも

あると思うのです。「集中する」ことは精神の鍛練や脳の活性化にもつながりますよね。 

受検される皆さん、ご自身の可能性に蓋をして、勝手に限界線を引くのではなく、ご自身の中に

ある、まだ眠っている可能性を信じて、学ぶ喜びを感じながら、共に「キャリアコンサルタント

としての道」を究めていきませんか。 

苦難が有れば有るほど、達成した時の喜びは格別です。  

 


